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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月8日(2017.6.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多層酸素バリアフイルムにより取り囲まれたパイプのアセンブリであって、該多層酸素
バリアフイルムが、以下の順序に、
　ａ）６０～１００質量％のＬＬＤＰＥ（直鎖状低密度ポリエチレン）および０～４０質
量％のＬＤＰＥ（低密度ポリエチレン）を含む層、
　ｂ）第１の結合層、
　ｃ）極性酸素バリア層、
　ｄ）第２の結合層、および
　ｅ）６０～１００質量％のＬＬＤＰＥおよび０～４０質量％のＬＤＰＥを含む層、
を備えたものであり、
　前記パイプが前記層ａ）よりも前記層ｅ）により近い、アセンブリ。
【請求項２】
　前記層ｃ）がＥＶＯＨ（エチレンビニルアルコールコポリマー）を含み、該層ｃ）中の
ＥＶＯＨが少なくとも６０質量％である、請求項１記載のアセンブリ。
【請求項３】
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　前記層ｂ）および／または前記層ｄ）が、酸または酸無水物官能基を有する官能化ポリ
オレフィンを含む、請求項１または２記載のアセンブリ。
【請求項４】
　前記フイルムが５層構造を有する、請求項１から３いずれか１項記載のアセンブリ。
【請求項５】
　前記フイルムがインフレーション共押出プロセスにより調製され、前記層ａ）および前
記層ｅ）の各々が、１～１５質量％の量でＬＤＰＥを含む、請求項４記載のアセンブリ。
【請求項６】
　前記フイルムがインフレーション共押出プロセスにより調製され、前記層ａ）および前
記層ｅ）の各々が、５～１５質量％の量でＬＤＰＥを含む、請求項４記載のアセンブリ。
【請求項７】
　前記フイルムが流延法により調製され、前記層ａ）および前記層ｅ）の各々が、少なく
とも９９質量％のＬＬＤＰＥを含む、請求項４記載のアセンブリ。
【請求項８】
　前記フイルムが、前記パイプに隣接した前記フイルムの表面に設けられた付着層ｆ）お
よび該付着層ｆ）の反対の該フイルムの表面に設けられた剥離層ｇ）をさらに備えた、請
求項１から３いずれか１項記載のアセンブリ。
【請求項９】
　前記フイルムがインフレーション共押出プロセスにより調製され、
　前記層ｆ）がＬＬＤＰＥおよびＥＶＡ（エチレン酢酸ビニル）および／またはＰＩＢ（
ポリイソブチレン）を含み、
　前記層ｇ）が６０～８５質量％のＬＬＤＰＥおよび４０～１５質量％のＬＤＰＥを含む
、請求項８記載のアセンブリ。
【請求項１０】
　前記フイルムが流延法により調製され、
　前記層ｆ）がＬＬＤＰＥおよびプラストマーを含み、
　前記層ｇ）が、少なくとも９１５ｋｇ／ｍ3かつ９３０ｋｇ／ｍ3未満の密度を有する第
１のタイプのＬＬＤＰＥ、および少なくとも９３０ｋｇ／ｍ3かつ多くとも９４０ｋｇ／
ｍ3の密度を有する第２のタイプのＬＬＤＰＥを含む、請求項８記載のアセンブリ。
【請求項１１】
　前記層ｃ）の厚さが２から４μｍであり、前記フイルムの全層厚が２０から２５μｍで
ある、請求項１から１０いずれか１項記載のアセンブリ。
【請求項１２】
　前記パイプが、ポリブチレン（ＰＢ）、架橋ポリエチレン（ＰＥＸ）、高温用ポリエチ
レン（ＰＥＲＴ）およびポリプロピレン（ＰＰ）からなる群より選択されるポリマーから
製造された、請求項１から１１いずれか１項記載のアセンブリ。
【請求項１３】
　請求項１から１２いずれか１項記載のアセンブリを製造する方法であって、
　前記パイプを提供する工程、および
　前記フイルムを引っぱりながら、前記パイプの周りに該フイルムを巻き付けて、前記ア
センブリを形成する工程、
を有してなる方法。
【請求項１４】
　溶接パイプを備えた加熱装置を製造する方法であって、
　請求項１から１２いずれか１項記載のアセンブリを２つ提供する工程、
　前記アセンブリの各々から前記フイルムを部分的に除去して、該アセンブリの各々に裸
の縁部分を提供する工程、および
　前記２つのアセンブリの前記裸の縁部分を溶接する工程、
を有してなる方法。
【請求項１５】
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　前記アセンブリの溶接部分の周りに前記フイルムを巻き付ける工程をさらに有する、請
求項１４記載の方法。
【請求項１６】
　パイプのための酸素バリアフイルムとしての多層フイルムの使用であって、該フイルム
が、以下の順序に、
　ａ）６０～１００質量％のＬＬＤＰＥ（直鎖状低密度ポリエチレン）および０～４０質
量％のＬＤＰＥ（低密度ポリエチレン）を含む層、
　ｂ）第１の結合層、
　ｃ）極性酸素バリア層、
　ｄ）第２の結合層、および
　ｅ）６０～１００質量％のＬＬＤＰＥおよび０～４０質量％のＬＤＰＥを含む層、
を備えたものである、使用。
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